




要約:脳障害,呼吸器障害による気道内分泌物過剰のため吸引器を必要とする 75 例の難治

性慢性疾患(先天性代謝異常など)について,トータルケアの一環としての在宅吸引器使用

状況を分析した。8台の吸引器は平均年間 126日貸出されており,1 台平均 4.6 回,1 回貸出

し 28 日間であった。くり返す肺炎の予防,外泊可能児の増加,退院し在宅療育に移れたもの

の増加,機器の自己購入前に試用・訓練ができるなどの利点があった。しかし管理,修理,

貸出し期間など今後検討すべき点もあげられた。 


